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上げられると kのなかったヲイセ γ シ Y グを新たに視野に含めることが可能に
なったといえるだろう。下世話にも「ものも言いよう」というが，たんに優位
23) Hood， Young口7J，p. 63-68，参照。 ただし，ここでは，彼等の指摘した諸論点目内，主要
なものに限定して取り上げることにする。
24) lbid. p. 56 






















































25) Dunning (14)， p.79. 
26) Duckly (3)， p.45. 

























27) Rugman (29)， pp. 55-57.邦訳， 42-43へ}ジ。




























29) ィルクス (25)，158-1G7ペ ジ。






















































30) Rugman [30)， p.15 






































































































































































多国籍企業と内部化理論 (535) 29 
て，迫力口的な内部化の費用と，取引費用を回避することによって得られる追加
的な利益とが等し〈なる限界点で多国籍企業の規模が決定されることになる。
確かに，多国籍企業のもつ一定の優位性から特別利潤を得る三つの方法として
直接投資，輸出，ライセ:/-:./:/;7が選択されるわけであるから，その選択にか
んする限り企業に特殊な優位性が条件からはずされる乙とも一見首宵しうるよ
うにみえるが，しかし，優位性が同ーということと，その優位性から同ーの利
潤が得られるということとは別物であろう。例えば，生産技術のライ七ンシン
グから得られるロイヤルティーは技術の優位性を体化する部分に限定され，生
産そのものから上がる利潤は現地ライセ Y シーの手に残きれる。したがって，
これらの両方を取得する直接投資とは，自ずと特別利潤額を具にする。また，
劣位性と立地優位性が世界市場のあらゆる部分で同一であれば，確かに内部化
にかかわる費用と利益の均衡点で多国籍化の限界点が決まるといえようが，実
際には，これらは種々の市場，地域，固で異なっており，しかも進出先政府と
多国籍企業の政治的，経済的関係にしたがって，時間の経過とともに大きく変
化しうる。このように考えれば，内部化理論の提起した条件は，やはり直接投
資の選択のための部分条件であるとみなさなければならない。選択条件として
の不十分性については以上のとうりだが，これ以外に，内部化理論がもっ様々
の弱点については既述のとうりである。
最後に，ダニ γFの折主主理論は，諸坦論の中で最も包括的であり Lたがっ
て，きわめて説得力のある議論を展開し Cいる。ただし，今回は十分検討する
ことができなかったが，これら直接投資を規定する諸要因はきわめて密接な相
主規定関係のもとにあり，これを解き明かすには，たんに諸理論を「折衷」す
れば事足りるというものではもちろんなしまた，本稿で試みたように条件式
とLて定式化すればよいというものでもなかろう。優位性は，多国籍企業にと
ってたんに現在保有しているものと Lて前提されるばか bでな<.むLろ，積
極的に直接投資を通じて独占的に獲得される側面をもっている。こうした直接
投資と優位伴の相τ規定関係を背景とする多国籍企業の行動の諾結果を事後的
30 (536) 第136巻第5・6号
に記述したものが上記の一般式なのであって，動態的な行動そのものを分析す
る課題は，いまだほとんど手付かずのままわれわれの前に残されているのであ
る。
